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(57)【要約】
　ワイヤレス通信のための方法、装置、およびコンピュ
ータプログラム製品が提供されている。一態様では、装
置は、装置に結合された少なくとも１つの局に、その装
置の付近で動作する少なくとも１つの近隣アクセスポイ
ント（ＡＰ）に関連する情報を求めてスキャンし、装置
にその情報を報告するためのリクエストを送り、その情
報を含む報告を、少なくとも１つの結合された局から受
信し、少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告
を生成し、付近の報告は、少なくとも１つの結合された
局から受信された情報を含む、装置に結合されていない
１つ以上の他の局に、その１つ以上の他の局にとって関
心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の報告を送
信する、ように構成されたプロセッサを含む。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＡＰに結合された少なくとも１つの局に、前記ＡＰの付近で動作する少なくとも１
つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するための
リクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成することと、前記付近の報
告は、前記少なくとも１つの結合された局から受信された前記情報を含む、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信することは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信すること、を備え、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　付近の報告を生成するための手段と、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少
なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている
少なくとも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信するための手段と、



(3) JP 2017-515343 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

　を備えるＡＰ。
【請求項１０】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項９に記載のＡＰ
。
【請求項１１】
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項１０に記載の
ＡＰ。
【請求項１２】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１３】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項１２に記載のＡＰ。
【請求項１４】
　前記送信するための手段は、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するように構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請求
項１３に記載のＡＰ。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送るための手段と、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信するための手段と、
　をさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１６】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項１５に記載のＡＰ。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに連結された処理システムとを備え、前記処理システムは、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なく
とも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、
　を行うように構成される、ＡＰ。
【請求項１８】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項１７に記載のＡ
Ｐ。
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【請求項１９】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項１７に記載のＡＰ。
【請求項２０】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項１９に記載のＡＰ。
【請求項２１】
　前記処理システムは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するようにさらに構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである
、請求項２０に記載のＡＰ。
【請求項２２】
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うようにさらに構成され、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項１７に記載のＡＰ
。
【請求項２３】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項２２に記載のＡＰ。
【請求項２４】
　アクセスポイント（ＡＰ）のコンピュータプログラム製品であって、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なく
とも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、
　のためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品
。
【請求項２５】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項２４に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
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　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項２４に記載のコンピュータプログ
ラム製品。
【請求項２７】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項２６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記送信するためのコードは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するように構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請求
項２７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うためのコードをさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項２４に記載のコン
ピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項２９に記載のコンピュー
タプログラム製品。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１４年３月２５日付で出願された、「INITIAL SCAN ENHANCEMENT
S」と題された、米国仮出願番号第６１／９７０，２６１号、および２０１５年３月２３
日付で出願された、「INITIAL SCAN ENHANCEMENTS」と題された、米国特許出願第１４／
６６５，７４１号の利益を主張し、それらはその全体として本明細書に参照により明示的
に組み込まれている。
【０００２】
　［背景技術］
【技術分野】
【０００３】
　[0002]本開示は、概して通信システムに関し、より具体的には、近隣（neighboring）
アクセスポイント（ＡＰ）情報を取得することと、近隣ＡＰ情報に基づいて、局において
効率的なＡＰ発見を容易にすることと、に関する。
【背景技術】
【０００４】
　[0003]多くの電気通信ステムでは、通信ネットワークが、いくつかの相互作用する空間
的に隔てられたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、
例えば、都市エリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアでありうる、地理的範囲
にしたがって分類されうる。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネット
ワーク（ＷＡＮ）、都市エリアネットワーク（ＭＡＮ：metropolitan area network）、
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ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）と指定されうる。ネットワーク
はまた、様々なネットワークノードおよびデバイスを相互接続するために使用される交換
（switching）／ルーティング技法（例えば、回路交換対パケット交換）、送信のために
用いられる物理媒体のタイプ（例えば、有線対ワイヤレス）、および使用される通信プロ
トコルのセット（例えば、インターネットプロトコルスイート、同期型光ネットワーキン
グ（ＳＯＮＥＴ）、イーサネット（登録商標）等）によって異なる。
【０００５】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイル（mobile）であり、そ
れにより動的接続のニーズを有するとき、またはネットワークアーキテクチャが固定式よ
りもアドホックのトポロジで形成される場合に、大抵好まれる。ワイヤレスネットワーク
は、電波（radio）、マイクロ波、赤外線、光（optical）等の周波数帯域における電磁波
を使用する無誘導伝搬モード（unguided propagation mode)の無形物理媒体を用いる。ワ
イヤレスネットワークは、固定式の有線ネットワークと比べて、有利に、ユーザのモビリ
ティおよび迅速なフィールド展開を促進する。
【発明の概要】
【０００６】
　[0005]本発明のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの態様を有し、これ
らのうちのいずれも、単独でその望ましい属性を担わない。以下に続く請求項によって表
現されるような本発明の範囲を限定することなく、いくつかの特徴がこれから簡潔に詳解
されることになる。この詳解を考慮した後、および特に「詳細な説明」と題されたセクシ
ョンを読んだ後に、当業者は、ワイヤレスネットワークにおけるデバイスのための改善さ
れた狭帯域チャネル選択を含む利点を、本発明の特徴がどのように提供するかを理解する
だろう。
【０００７】
　[0006]本開示の一態様は、処理システムを含む、ワイヤレス通信のための装置を提供す
る。処理システムは、アクセスポイント（ＡＰ）に結合された少なくとも１つの局に、そ
のＡＰの付近（neighborhood）で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を求
めてスキャンし、ＡＰにその情報を報告するためのリクエストを送り、その情報を含む報
告を、少なくとも１つの結合された局から受信し、少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する
付近の報告を生成し、付近の報告は、少なくとも１つの結合された局から受信された情報
を含む、ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、その１つ以上の他の局にとって関
心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の報告を送信する、ように構成される。
【０００８】
　[0007]本開示の別の態様は、アクセスポイント（ＡＰ）に結合された少なくとも１つの
局に、そのＡＰの付近で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキ
ャンし、ＡＰにその情報を報告するためのリクエストを送ることと、その情報を含む報告
を、少なくとも１つの結合された局から受信することと、少なくとも１つの近隣ＡＰに関
連する付近の報告を生成することと、付近の報告は、少なくとも１つの結合された局から
受信された情報を含む、ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、その１つ以上の他
の局にとって関心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の報告を送信することと、を
含む、装置におけるワイヤレス通信の方法を提供する。
【０００９】
　[0008]本開示の一態様は、アクセスポイント（ＡＰ）に結合された少なくとも１つの局
に、そのＡＰの付近で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャ
ンし、ＡＰにその情報を報告するためのリクエストを送るための手段と、その情報を含む
報告を、少なくとも１つの結合された局から受信するための手段と、少なくとも１つの近
隣ＡＰに関連する付近の報告を生成するための手段と、付近の報告は、少なくとも１つの
結合された局から受信された情報を含む、ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、
その１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の報告を送
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信するための手段と、を含む、ワイヤレス通信のための装置を提供する。
【００１０】
　[0009]本開示の別の態様は、装置におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログ
ラム製品を提供し、そのコンピュータプログラム製品は、アクセスポイント（ＡＰ）に結
合された少なくとも１つの局に、そのＡＰの付近で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに
関連する情報を求めてスキャンし、ＡＰにその情報を報告するためのリクエストを送るこ
とと、その情報を含む報告を、少なくとも１つの結合された局から受信することと、少な
くとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成することと、付近の報告は、少なくと
も１つの結合された局から受信された情報を含む、ＡＰに結合されていない１つ以上の他
の局に、その１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の
報告を送信することと、を行うように実行可能な命令を有するコンピュータ可読媒体を備
える。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の態様が用いられうる、例となるワイヤレス通信システムを図示する。
【図２】図１のワイヤレス通信システム内で用いられうる、例となるワイヤレスデバイス
の機能的ブロック図を図示する。
【図３】強化された初期スキャン動作を例示する図である。
【図４Ａ】測定リクエストフレームフォーマットの例を例示する図である。
【図４Ｂ】測定応答フレームフォーマットの例を例示する図である。
【図５】低減された近傍（neighboor）報告情報要素（ＩＥ）の例を例示する図である。
【図６】ワイヤレス通信の例となる方法のフローチャートである。
【図７】例となるワイヤレス通信デバイスの機能的ブロック図である。
【詳細な説明】
【００１２】
　[0018]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して以下
でより十分に説明されている。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化され
得、本開示全体を通して提示されるいずれの構造または機能にも限定されるものとして解
釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が徹底的かつ完全であり、当業
者に本開示の範囲を十分に伝えることになるように提供されている。本明細書における教
示に基づいて、本発明のどの他の態様から独立して実行されても、本発明のどの他の態様
と組み合わされても、本開示の範囲が、本明細書で開示されている新規のシステム、装置
、および、方法のいずれの態様もカバーするように意図されていることを、当業者は認識
すべきである。例えば、任意の数の本明細書で述べられている態様を使用して装置は実装
されうるか、または方法が実施されうる。加えて、本発明の範囲は、本明細書で述べられ
ている発明の様々な態様に加えた、または、本明細書で述べられている発明の様々な態様
以外の、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるこのような装置ま
たは方法をカバーするように意図されている。本明細書で開示されているいずれの態様も
請求項の１つ以上の要素によって具現化されうることは理解されるべきである。
【００１３】
　[0019]特定の態様が本明細書で説明されているけれども、これらの態様の多くの変形お
よび置換が、本開示の範囲内に含まれる（fall in）。好まれる態様のいくつかの利益お
よび利点が言及されているけれども、本開示の範囲は、特定の利益、使用、または目的に
限定されるようには意図されていない。むしろ本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、
システム構成、ネットワーク、および送信プロトコルに広く適用可能であるように意図さ
れており、それらのうちのいくつかは、図において、および好まれる態様の以下の説明に
おいて例として例示されている。詳細な説明および図面は、限定よりもむしろ本開示を単
に例示するものであり、本開示の範囲は、添付の請求項およびそれらの同等物によって定
義されている。
【００１４】
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　[0020]一般的な（popular）ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレ
スローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含むことができる。ＷＬＡＮは、広く使用
されているネットワーキングプロトコルを用いて、近くのデバイスを互いに相互接続する
ように使用されうる。本明細書で説明されている様々な態様は、ワイヤレスプロトコルの
ような、いずれの通信規格にも適用されうる。
【００１５】
　[0021]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接拡散方式（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ
通信の組み合わせ、または他のスキームを使用する８０２．１１プロトコルにしたがって
送信されうる。８０２．１１プロトコルの実装は、センサ、メータリング（metering）、
およびスマートグリッドネットワークのために使用されうる。有利に、８０２．１１プロ
トコルを実装するある特定のデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデ
バイスより少ない電力を消費し得、および／または、例えば約１キロまたはそれより長い
、比較的長い距離を越えてワイヤレス信号を送信するために使用されうる。
【００１６】
　[0022]いくつかの実装では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスするコン
ポーネントである様々なデバイスを含む。例えば、２つのタイプのデバイス：アクセスポ
イント（「ＡＰ」）およびクライアント（局または「ＳＴＡ」とも称される）が存在しう
る。ＡＰは、ＷＬＡＮのための基地局またはハブとしての役割をし、ＳＴＡは、ＷＬＡＮ
のユーザとしての役割をしうる。概して、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局と
しての役割をし得、ＳＴＡは、ＷＬＡＮのユーザとしての役割をする。例えば、ＳＴＡは
、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話、等であることが
できる。ある例では、ＳＴＡは、インターネットへの、または他のワイドエリアネットワ
ークへの一般的な接続を取得するために、ＷｉＦｉ（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロ
トコル）対応ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装では、ＳＴＡは
ＡＰとしても使用されうる。
【００１７】
　[0023]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
無線トランシーバ、接続ポイント、または何らかの他の専門用語を備えることもできるか
、これらとして実装されることもできるか、あるいはこれらとして知られうる。
【００１８】
　[0024]局（「ＳＴＡ」）はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニッ
ト、モバイル局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス
、ユーザ機器、または何らかの他の専門用語を備えることもできるか、これらとして実装
されることもできるか、あるいはこれらとして知られうるか。いくつかの実装では、アク
セス端末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電
話、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤ
レス接続能力を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何ら
かの他の適した処理デバイスを備えることができる。したがって、本明細書で教示されて
いる１つ以上の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフォン）、コンピュー
タ（例えば、ラップトップ）、携帯用通信デバイス、ヘッドセット、携帯用コンピューテ
ィングデバイス（例えば、パーソナルデータアシスタント）、エンターテインメントデバ
イス（例えば、音楽もしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスまた
はシステム、グローバル測位システムデバイス、あるいはワイヤレスの媒体を介して通信
するように構成されているいずれの他の適したデバイスにも、組み込まれうる。
【００１９】
　[0025]「結合する（asssociate）」または「アソシエーション」、あるいはそれらのあ
らゆる変形の用語が、本開示のコンテキスト内で最大限広範な意味を与えられるべきであ
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る。例として、第１の装置が第２の装置に結合するとき、その２つの装置は直接結合され
うるか、または中間装置が存在しうることが理解されるべきである。簡潔さのために、２
つの装置の間でアソシエーションを確立するためのプロセスは、装置のうちの１つによる
「アソシエーションリクエスト」と、その後に続くもう一方の装置による「アソシエーシ
ョン応答」とを要求するハンドシェイクプロトコルを使用して説明されることになる。ハ
ンドシェイクプロトコルが、例として認証を提供するためのシグナリングのような、他の
シグナリングを要求しうることは、当業者によって理解されるだろう。
【００２０】
　[0026]「第１の」、「第２の」等のような指定を使用する、本明細書における要素への
どの参照も、一般に、それらの要素の量または順序を限定しない。むしろ、これらの指定
は、２つ以上の要素を、または１つの要素の複数の事例を区別する便利な方法として、本
明細書で使用されている。したがって、第１および第２の要素への参照は、２つの要素だ
けが用いられうること、または第１の要素が第２の要素に先行しなければならないことを
意味しない。加えて、要素の組み合わせの少なくとも１つ（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの少なくとも１つ」）を記載する用語は、記載されている要素のうちの１つ以上（
例えば、Ａ、またはＢ、またはＣ、あるいはそれらのあらゆる組み合わせ）を指す。
【００２１】
　[0027]上で詳解されたように、本明細書で説明されているある特定のデバイスは、例え
ば、８０２．１１規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使
用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかに関わらず、ス
マートメータリングのために、またはスマートグリッドネットワークにおいて使用されう
る。そのようなデバイスは、センサアプリケーションを提供することができるか、または
ホームオートメーションで使用されうる。デバイスは、代わりにまたは加えて、例えば個
人的なヘルスケアのために、ヘルスケアのコンテキストにおいて使用されうる。それらは
また、（例えばホットスポットで使用する）拡張範囲の（extended-range）インターネッ
ト接続を可能にするために、または機械対機械の通信を実装するために、見張り（survei
llance）用にも使用されうる。
【００２２】
　[0028]図１は、本開示の態様が用いられうる、例となるワイヤレス通信システム１００
を図示する。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、例えば、８０２．１１
規格に準拠して動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ（例え
ば、ＳＴＡ１１２、１１４、１１６、および１１８）と通信するＡＰ１０４を含むことが
できる。
【００２３】
　[0029]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間のワイヤレス通信シス
テム１００における送信のために使用されうる。例えば信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技
法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送られうる、および受信されうる。この場
合には、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと称されうる
。代わりとして信号は、ＣＤＭＡ技法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡとの間で送られ
うる、および受信されうる。この場合には、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡ
システムと称されうる。
【００２４】
　[0030]ＡＰ１０４からＳＴＡのうちの1つまたは複数への送信を容易にする通信リンク
は、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と称され得、ＳＴＡのうちの１つ以上からＡＰ１０４へ
の送信を容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と称されうる。代わりと
してダウンリンク１０８は、順方向リンクまたは順方向チャネルと称され得、アップリン
ク１１０は、逆方向リンクまたは逆方向チャネルと称されうる。いくつかの態様では、Ｄ
Ｌ通信は、ユニキャストまたはマルチキャストトラフィックインジケーションを含むこと
ができる。
【００２５】
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　[0031]ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４が、多大なアナログデジタル変換（ＡＤＣ）クリッピ
ングノイズを引き起こすことなく、１つよりも多いチャネル上でＵＬ通信を同時に受信す
ることができるように、いくつかの態様では、隣接するチャネル干渉（ＡＣＩ）を抑制す
ることができる。ＡＰ１０４は、例えば、チャネルごとに別個の有限インパルス応答（Ｆ
ＩＲ）フィルタを有すること、または増大したビット幅を持つより長いＡＤＣバックオフ
期間を有することによって、ＡＣＩの抑制を改善することができる。
【００２６】
　[0032]ＡＰ１０４は、基地局としての機能を果たし得、基地サービスエリア（ＢＳＡ）
１０２内のワイヤレス通信カバレッジを提供する。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に結合され
、かつ通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡとともに、基本サービスセット（ＢＳＳ
）と称されうる。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有さないことがあ
り、むしろＳＴＡ間のピアツーピアネットワークとして機能しうることは留意されるべき
である。したがって、本明細書で説明されているＡＰ１０４の機能は、代わりとして、Ｓ
ＴＡのうちの１つ以上によって実行されうる。
【００２７】
　[0033]ＡＰ１０４は、１つ以上のチャネル（例えば、複数の狭帯域チャネル、これらの
各チャネルは周波数帯域幅を含む）上で、システム１００の他のノード（ＳＴＡ）に、ダ
ウンリンク１０８のような通信リンクを介して、ビーコン信号（または単に「ビーコン」
）を送信し得、それは、他のノード（ＳＴＡ）が、ＡＰ１０４とそれらのタイミングを同
期することを助けうるか、またはそれは、他の情報または機能を提供することができる。
そのようなビーコンは、周期的に送信されうる。一態様では、連続する複数の送信の間の
期間は、スーパーフレームと称されうる。ビーコンの送信は、いくつかのグループまたは
インターバルに分割されうる。一態様では、ビーコンは、共通のクロックを設定するため
のタイムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、
スーパーフレーム継続時間、送信方向情報、受信方向情報、近傍リスト、および／または
拡張された近傍リストのような情報に限定されないが、それらを含むことができ、これら
のうちのいくつかは、以下でさらに詳細に説明される。したがって、ビーコンは、所与の
デバイスに特有の情報と、いくつかのデバイスの間で共通の（例えば、共有される）情報
との両方を含むことができる。
【００２８】
　[0034]ある態様では、ＡＰ１０４は、初期スキャンエンハンサ１２４を含むことができ
る。初期エンハンサ１２４は、図３および４に関して以下で説明される動作のいずれも実
行することができるか、またはその実行を容易にすることができる。例えば、初期スキャ
ンエンハンサ１２４は、ＡＰ１０４に結合されたＳＴＡに（例えば、ＳＴＡ１１１、１１
４、１１６、または１１８のいずれにも）、ＡＰ１０４の付近で動作する近隣ＡＰに関連
する情報を求めてスキャンし、ＡＰ１０４にその情報を報告するためのリクエストを送る
ことを実行する／容易にするように構成されうる。初期スキャンエンハンサ１２４はさら
に、近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成することを実行する／容易にするように構成さ
れ得、付近の報告は、ＳＴＡから受信された情報を含むことができる。初期スキャンエン
ハンサ１２４はまた、ＡＰ１０４に結合されていない他のＳＴＡに、その他のＳＴＡとっ
て関心のあるＡＰの発見を容易にするために付近の報告を送信することを実行する／容易
にするように構成されうる。
【００２９】
　[0035]いくつかの態様では、ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１６）は、ＡＰ１０４に通信を
送る、および／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に結合するよう
に要求されうる。一態様では、結合するための情報は、ＡＰ１０４によってブロードキャ
ストされたビーコンに含まれる。そのようなビーコンを受信するために、ＳＴＡ１１６は
、例えば、カバレッジ領域にわたって広範なカバレッジ探索を実行することができる。探
索はまた、例えば、灯台形式で（in a lighthouse fashion）カバレッジ領域を掃引する(
sweeping)ことによってＳＴＡ１１６によって実行されうる。結合するために情報を受信
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した後、ＳＴＡ１１６は、ＡＰ１０４に、アソシエーションプローブまたはリクエストの
ような、基準信号を送信することができる。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、例えば
、インターネットまたは公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ）のような、より大規模な
ネットワークと通信するためにバックホールサービス（backhaul services）を使用する
ことができる。
【００３０】
　[0036]図２は、図１のワイヤレス通信システム１００内で用いられうるワイヤレスデバ
イス２０２の例となる機能的ブロック図を図示する。ワイヤレスデバイス２０２は、本明
細書で説明されている様々な方法を実装するように構成されうるデバイスの例である。例
えば、ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４、またはＳＴＡ１１２、１１４、１１６
、および１１８を備えることができる。
【００３１】
　[0037]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含むことができる。プロセッサ２０４は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と
も称されうる。読取専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）との両方
を含むことができるメモリ２０６は、プロセッサ２０４に命令およびデータを提供するこ
とができる。メモリ２０６の一部はまた、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ
）も含むことができる。プロセッサ２０４は通常、メモリ２０６内に記憶されたプログラ
ム命令に基づいて、論理および算術演算を実行する。メモリ２０６における命令は、本明
細書で説明されている方法を実装するように実行可能でありうる。
【００３２】
　[0038]プロセッサ２０４は、１つ以上のプロセッサで実装される処理システムのコンポ
ーネントを備えることができる、または処理システムのコンポーネントでありうる。１つ
以上のプロセッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナ
ルプロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理回路、デ
ィスクリートハードウェアコンポーネント、専用ハードウェア有限ステートマシン、また
は情報の算出または他の操作を実行することができる、あらゆる他の適したエンティティ
、のあらゆる組み合わせで実装されうる。
【００３３】
　[0039]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体も含むことも
できる。ソフトウェアと称されるか、ファームウェアと称されるか、ミドルウェアと称さ
れるか、マイクロコードと称されるか、ハードウェア記述言語と称されるか、または他の
形で称されるかに関わらず、ソフトウェアは、あらゆるタイプの命令を意味するように広
範に解釈されることになる。命令は、（例えば、ソースコードフォーマット、バイナリコ
ードフォーマット、実行可能コードフォーマット、またはコードのあらゆる他の適したフ
ォーマットの）コードを含むことができる。１つ以上のプロセッサによって実行されると
き、命令は、処理システムに本明細書で説明されている様々な機能を実行させる。
【００３４】
　[0040]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔位置との間
でのデータの送信および受信を可能にする、送信機２１０および受信機２１２を含むこと
ができるハウジング２０８も含むことができる。送信機２１０および受信機２１２は、組
み合わせてトランシーバ２１４になりうる。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り
付けられ、トランシーバ２１４に電気的に連結されうる。ワイヤレスデバイス２０２はま
た、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナ
を含むことができる（図示せず）。
【００３５】
　[0041]ワイヤレスデバイス２０２はまた、トランシーバ２１４によって受信された信号
のレベルを検出および定量化するために使用されうる信号検出器２１８も含むことができ
る。信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルあたりのサブキャリアごとのエネルギ
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ー、電力スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出することができる。ワイヤ
レスデバイス２０２はまた、信号を処理する際に使用する、デジタルシグナルプロセッサ
（ＤＳＰ）２２０も含むことができる。ＤＳＰ２２０は、送信のためのパケットを発生す
るように構成されうる。いくつかの態様では、パケットは、物理層データユニット（ＰＰ
ＤＵ）を備えることができる。
【００３６】
　[0042]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様において、ユーザインタフェース
２２２をさらに備えることができる。ユーザインタフェース２２２は、キーバッド、マイ
クロフォン、スピーカ、および／またはディスプレイを備えることができる。ユーザイン
タフェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝える、および／また
はユーザから入力を受信するあらゆる要素またはコンポーネントを含むことができる。
【００３７】
　[0043]ワイヤレスデバイス２０２がＡＰ（例えば、ＡＰ１０４）として実装されるとき
、ワイヤレスデバイス２０２はまた、近傍情報処理モジュールおよび報告処理モジュール
を含む初期スキャンエンハンサ２２４も備えることができる。初期スキャンエンハンサ２
２４は、ワイヤレスデバイス２０２に結合されたＳＴＡに（例えば、ＳＴＡ１１１、１１
４、１１６、または１１８のいずれにも）、ワイヤレスデバイス２０２の付近で動作する
近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャンし、ワイヤレスデバイス２０２にその情報を報
告するためのリクエストを（近傍情報処理モジュールおよびトランシーバ２１４を介して
）送ることを実行するか、またはその実行を容易にすることができる。初期スキャンエン
ハンサ２２４はさらに、近隣ＡＰに関連する付近の報告を（報告処理モジュール、プロセ
ッサ２０４、および／またはメモリ２０６）生成することを実行する／容易にするように
構成され得、付近の報告は、（トランシーバ２１４を介して）ＳＴＡから受信された情報
を含むことができる。初期スキャンエンハンサ２２４はまた、ワイヤレスデバイス２０２
に結合されていない他のＳＴＡに、その他のＳＴＡとって関心のあるＡＰの発見を容易に
するために、（報告処理モジュールおよびトランシーバ２１４を介して）付近の報告を送
信することを実行する／容易にするように構成されうる。
【００３８】
　[0044]ワイヤレスデバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２６によ
って互いに連結されうる。バスシステム２２６は、例えば、データバスを含み、データバ
スに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスも同様に含むことがで
きる。ワイヤレスデバイス２０２のコンポーネントは、何らかの他のメカニズムを使用し
て、互いに連結されるか、あるいは互いへの入力を受領または提供することができる。
【００３９】
　[0045]いくつかの別個のコンポーネントが図２で例示されているけれども、コンポーネ
ントのうちの１つ以上が、組み合わされるか、または共同で（commonly）実装されうる。
例えば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上で説明された機能のみを実装
するだけでなく、信号検出器２１８、ＤＳＰ２２０、ユーザインタフェース２２２、およ
び／または初期スキャンエンハンサ２２４に関して上で説明された機能を実装するために
も使用されうる。さらに、図２で例示されているコンポーネントの各々は、複数の別個の
要素を使用して実装されうる。
【００４０】
　[0046]ある態様では、ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１１６）は、ＡＰ１０４の近くにあると
き、ＳＴＡ１１６のユーザは、ＳＴＡ１１６がＡＰ１０４に迅速に接続（結合）すること
を望みうる。規格仕様書（例えば、近日発表の（upcoming）ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ規
格仕様書）は、高速リンクセットアップを提供することができる。例えば、ＡＰは、ＡＰ
の付近内の（ＡＰを取り囲む）他のＡＰに関する情報をＳＴＡに提供することによって、
ＳＴＡにとって関心のあるＡＰとのリンクをＳＴＡが迅速にセットアップすることを助け
ることができる。その情報は、ビーコンおよび／またはプローブ応答において送信されう
る低減された近傍報告情報要素（ＩＥ）を介して提供されうる。本開示は、新たなタイプ
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の低減された近傍報告ＩＥのような付近の報告をＳＴＡに送るＡＰを提供し、その新たな
タイプの低減された近傍報告ＩＥは、付近にあるすべてのＡＰを識別する情報、および／
またはＡＰが低減された近傍報告ＩＥのためにその情報をどのように収集するかを指定す
る情報を含む。したがって、本開示の低減された近傍報告ＩＥが付近にあるＡＰを理解し
ているので、ＳＴＡは、関心のあるＡＰ（例えば、ホームＡＰ）を見つけるためにすべて
の関係するチャネルをスキャンする（「レガシ（legacy）」スキャンを実行する）ことを
強制されることはなく、それにより遅延を低減する。例えば、ＳＴＡが付近の報告を受信
するとき、ＳＴＡは、リンクセットアップのために関心のあるＡＰを迅速に位置付け、初
期のスキャン動作中、すべての関係のあるチャネルのスキャンを差し控える（「レガシ」
スキャンを差し控える）ことができる。
【００４１】
　[0047]図３は、強化された初期スキャン動作を例示する図３００である。ある例では、
ＡＰに結合されていないＳＴＡ１１６は、通常、ホームＡＰ１０４に接続することを好み
うる。しかしながら、ＳＴＡ１１６の近くに強い信号を持つ他のＡＰ（例えば、ＡＰ３０
４、ＡＰ３０６、またはＡＰ３０８）が存在する場合、ＳＴＡ１１６は、その好まれる（
preferred）ホームＡＰ１０４の代わりに他のＡＰのうちの１つに接続しうる。ＳＴＡ１
１６が強い信号を持つ他のＡＰと接続することを防ぐために、ＳＴＡ１１６の近くのいず
れのＡＰ（例えば、ＡＰ３１０）も、付近内にある（ホームＡＰ１０４を含む）すべての
ＡＰを識別／広告する付近の報告（例えば、低減された近傍報告ＩＥ）３１８をＳＴＡ１
１６に提供しうる。付近の報告に基づいて、ＳＴＡ１１６は、その好まれるホームＡＰ１
０４を知り、それにしたがってホームＡＰ１０４とリンク（アソシエーション）３３０を
セットアップすることができ、それにより、ＳＴＡ１１６が、強い信号を持つ他のＡＰと
接続することを防ぐ。付近の報告はさらに、ＳＴＡ１１６が、ホームＡＰ１０４を迅速に
位置付け、初期スキャン動作中にホームＡＰ１０４を見つけるためにすべての関係のある
チャネルをスキャンしなければならない遅延を回避することを可能にする。
【００４２】
　[0048]ある態様では、例えば、規格仕様書（ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．
１１ｋ）は、ＳＴＡ３１６を取り囲む他のＡＰに関する情報をＡＰ３１０が収集すること
を助けるために、ＡＰ３１０と結合されているＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ３１６）と通信す
ること３２０を可能にする。例えば、ＡＰ３１０が、それらの取り囲むＡＰの通信範囲内
にないとき、ＡＰ３１０は、ＡＰ３１０のために情報を収集するように、それらの取り囲
むＡＰにすぐ近い近接状態にあるＳＴＡ３１６を利用することができる。ＳＴＡ３１６は
、そこからＳＴＡ３１６が信号を受信することができるＡＰ３０４，３０６、および３０
８、それぞれに関する情報３２２、３２４、および３２６を収集し、ＡＰ３１０に収集さ
れた情報を報告することができる。
【００４３】
　[0049]ある態様では、ＡＰ３１０は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＩＥＥＥ８０２
．１１ｋ）で定義されているように、測定リクエスト（またはビーコンリクエスト）を介
して、取り囲む／近隣ＡＰに関する情報を収集することを結合されたＳＴＡ３１６をリク
エストすることができる。結合されたＳＴＡ３１６は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１（
ＩＥＥＥ８０２．１１ｋ）で定義されているように、測定報告（またはビーコン報告）を
介してＡＰ３１０に取り囲む／近隣ＡＰに関する情報を提供することができる。ある態様
では、低減された近傍報告ＩＥを送ることになるＡＰ３１０は、測定リクエストを送り、
その測定報告を受信するように構成されていることによって、近隣ＡＰを知ることができ
る。
【００４４】
　[0050]低減された近傍報告ＩＥ（または付近の報告）における情報は、ＡＰサブネット
、ＡＰドメイン、ＡＰ動作チャネル、およびビーコン時間インターバル／オフセットを含
むことができる。したがって、関心のあるＡＰ（例えば、ホームＡＰ）を位置付けること
を試みるＳＴＡは、好まれる（例えば、ホーム）ＡＰからの次のビーコンを求めていつリ
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スン（listen）すべきか、およびどのチャネルをリスンすべきかを知ることになる。その
ビーコンは、ＡＰ能力、ＡＰ動作チャネル、およびＡＰドメインのような情報を含むこと
ができる。しかしながら、低減された近傍報告ＩＥは、ＡＰを識別するためのサブキャリ
アセット識別子（ＳＳＩＤ）を含まないことがある。低減された近傍報告ＩＥは基本サー
ビスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）を含むことができるけれども、ＢＳＳＩＤは、ＳＴＡが
関心のあるＡＰを見つけることを助けないことがある。したがって、ＳＴＡは、ＡＰが、
関心のあるＡＰ（ホームＡＰ）であるかどうかをビーコンから習得することができない。
ある態様では、測定報告は、ＡＰ識別子（例えば、ＡＰ　ＳＳＩＤ情報）を含むように変
更されうる。測定報告が受信され、ブロードキャストされる低減された近傍報告ＩＥにＡ
Ｐ識別子を含むとき、ＡＰは、ＡＰ識別子（ＡＰ　ＳＳＩＤ情報）を知る。ＳＴＡはその
後、受信された低減された近傍報告ＩＥに含まれているＡＰ識別子に基づいて、ＡＰが関
心のあるＡＰであるかどうかを決定することができる。ある態様では、測定報告および低
減された近傍報告ＩＥは、メッセージサイズを最小化するために、ＡＰ　ＳＳＩＤ情報の
短縮されたバージョン（例えば、ＳＳＩＤのハッシュ値）を含むように変更されうる。
【００４５】
　[0051]図４Ａは、測定リクエストフレーム４００の例となるフォーマット（例えば、近
傍報告リクエストフレームフォーマット）を例示する図である。測定リクエストフレーム
４００は、取り囲む／近隣ＡＰに関する情報を収集するようにＳＴＡにリクエストするた
めにＳＴＡにＡＰによって送信されうる。測定リクエストフレーム４００はさらに、取り
囲む／近隣ＡＰに関する情報を収集するようにあるＡＰにリクエストするためにそのＡＰ
にそのＳＴＡによって送信されうる。図４Ａを参照すると、測定リクエストフレーム４０
０は、カテゴリフィールド４０２、無線測定アクションフィールド４０４、ダイアログト
ークンフィールド４０６、およびＳＳＩＤフィールド４０８を含むことができる。カテゴ
リフィールド４０２は、例えば、１オクテットのサイズを有し、無線測定カテゴリを示す
値に設定されうる。無線測定アクションフィールド４０４は、例えば、１オクテットのサ
イズを有し、近傍報告を求めるリクエストを示す値に設定されうる。ダイアログトークン
フィールド４０６は、例えば、１オクテットのサイズを有し、リクエスト／報告トランザ
クションを識別するための非ゼロ値に設定されうる。ＳＳＩＤフィールド４０８は、例え
ば、０から３２オクテットのサイズを有することができる。ＳＳＩＤフィールド４０８の
存在は、指定されたＳＳＩＤに関する近傍リストを求めるリクエストを示す。
【００４６】
　[0052]図４Ｂは、測定応答フレーム４５０の例となるフォーマット（例えば、近傍報告
応答フレームフォーマット）を例示する図である。測定応答フレーム４５０（または測定
報告フレーム）は、測定リクエストフレーム４００（近傍報告リクエストフレーム）に応
答してＳＴＡおよび／またはＡＰによって送信されうる。図４Ｂを参照すると、測定応答
４５０フレームは、カテゴリフィールド４５２、無線測定アクションフィールド４５４、
ダイアログトークンフィールド４５６、および近傍報告要素フィールド４５８を含むこと
ができる。カテゴリフィールド４５２は、例えば、１オクテットのサイズを有し、無線測
定カテゴリを示す値に設定されうる。無線測定アクションフィールド４５４は、例えば、
１オクテットのサイズを有し、近傍報告応答を示す値に設定されうる。ダイアログトーク
ンフィールド４５６は、例えば、１オクテットのサイズを有し、測定リクエストフレーム
に対応する値に設定されうる。近傍報告要素フィールド４５８は、例えば、変動サイズを
有し、評価された（validated）ＡＰに関する、ＳＳＩＤ情報を含む、近傍報告要素を含
むことができる。
【００４７】
　[0053]図５は、低減された近傍報告情報要素（ＩＥ）５００（または低減された近傍報
告）の例を例示する図である。低減された近傍報告ＩＥ５００は、受信された測定応答フ
レーム（例えば、測定応答フレーム４５０）に基づいて生成されうる。低減された近傍報
告ＩＥ５００は、ＳＴＡの付近内の（ホームＡＰを含む）すべてのＡＰをそのＳＴＡに通
知するために、あるＡＰからそのＳＴＡに送信されうる。低減された近傍報告ＩＥに基づ
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いて、ＳＴＡは、関心のあるＡＰ（例えば、好まれるホームＡＰ）を知り、その関心のあ
るＡＰとのリンク（アソシエーション）をセットアップすることができ、それによりＳＴ
Ａが好まれないＡＰと接続しようと試みることを防ぐ。図５を参照すると、低減された近
傍報告ＩＥ５００は、ＡＰサブネット５０２、ＡＰドメイン５０４、ＢＳＳＩＤ５０６、
ＡＰ動作チャネル５０８、およびビーコン時間インターバル／オフセット５１０を含むこ
とができる。低減された近傍報告ＩＥ５００はさらに、ＡＰがＳＴＡにとって関心がある
ものであるかどうかを示す、ＡＰに結合されているＳＳＩＤ情報５１２を含むことができ
る。
　[0054]ある態様では、ＡＰが測定応答フレーム４５０（測定報告）を介してすべての近
隣ＡＰを知った後に、ＡＰは、（ＩＥＥＥ８０２．１１（近日発表されるＩＥＥＥ８０２
．１１ａｉ規格仕様書）によって定義されうるような）高速初期リンクセットアップ（Ｆ
ＩＬＳ）発見フレームまたはビーコンにおいて、低減された近傍報告ＩＥ５００（低減さ
れた近傍報告）をブロードキャストすることができる。新たなＳＴＡ（ＡＰに結合されて
いないＳＴＡ）は、ブロードキャストされたビーコン／ＦＩＬＳ発見フレームをリスンす
る間に低減された近傍報告ＩＥ５００を受信することができる。新たなＳＴＡもまた、Ａ
Ｐに送られた新たなＳＴＡのプローブリクエストに応答してＡＰによって送られたプロー
ブ応答の一部として、低減された近傍報告ＩＥ５００を受信することができる。ＡＰが測
定応答フレーム４５０を受信する前に、ＡＰは、近隣ＡＰに気付いていないことがある。
したがって、ＡＰは、低減された近傍報告ＩＥ５００をブロードキャスト／送ることがな
いだろう。ある態様では、ＡＰが測定応答フレーム４５０を介して付近の情報を受信し始
めた後でさえ、ＡＰは、いくらかの時間の間、付近の情報を含む低減された近傍報告ＩＥ
５００をブロードキャスト／送ることがないことがある。これは、ＡＰを取り囲む近隣Ａ
ＰのすべてをそのＡＰが知ってしまう前に、そのＡＰが、低減された近傍報告ＩＥ５００
をブロードキャスト／送ることをしないことを確実にするためである。例えば、ＡＰによ
って受信された第１の測定応答フレームは、近隣ＡＰのすべてを識別しないことがある。
したがって、仮にＡＰが第１の測定応答フレームを受信するとすぐにＡＰが低減された近
傍報告ＩＥ５００をブロードキャストする場合、低減された近傍報告ＩＥ５００は、第１
の測定応答フレームが近隣ＡＰのすべてを識別しないことがあるので、近隣ＡＰのすべて
を識別しないことがある。しかしながら、時間とともに、ＡＰは、近隣ＡＰのすべてを識
別する測定応答フレームを受信し始めることになる。このように、近隣ＡＰのすべてが低
減された近傍報告ＩＥ５００において識別されうるので、ＡＰは、ＳＴＡへのビーコン送
信を介して、低減された近傍報告ＩＥ５００をブロードキャストしはじめることができる
。結果として、ＳＴＡのスキャン時間は、低減された近傍報告ＩＥ５００に基づいて、Ｓ
ＴＡが低減された量の時間のうちにホームＡＰを見つけることができることになるので、
減少することになる。
【００４８】
　[0055]ある態様では、付近の情報は、毎日または周期的に変化しうる（すなわち、近隣
ＡＰの存在は静的ではないことがある）。例えば、既存の近隣ＡＰは、ネットワークに参
加する（enter）、およびネットワークから離れることができる。さらに、新たなＡＰが
ネットワークに参加することができる。したがって、ＡＰは、近隣ＡＰに関する現在の情
報を収集するために、周期的に（例えば、一日に２回、一日に１回、一週間に１回）１つ
以上のＳＴＡに測定リクエストフレーム４００を送ることができる。ある例では、ＡＰは
、どのＡＰからも応答を募るために特定のチャネル上で管理フレームを送り、応答を提供
するＡＰの報告を送るようにＳＴＡにリクエストすることができる。ＡＰは、いくつかの
ＳＴＡにリクエストを送ることができる。ある態様では、ＡＰは、異なるチャネル上で管
理フレームを送るようにＳＴＡをリクエストすることができる。したがって、ＡＰは、異
なるチャネル上で動作する近隣ＡＰの存在を知ることができる。
【００４９】
　[0056]ある態様では、ＳＴＡがビーコンまたはプローブ応答から低減された近傍報告Ｉ
Ｅ５００を受信するとき、ＳＴＡは、関心のあるＡＰ（例えば、ホームＡＰ）を発見する
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ために、低減された近傍報告ＩＥ５００に含まれる近隣ＡＰに関する情報を使用すること
になる。ある態様では、低減された近傍報告ＩＥは、ある特定の情報の低減されたバージ
ョンまたは低減されたフィールドを含む。例えば、低減された近傍報告ＩＥ５００は、近
隣ＡＰ識別子（ＳＳＩＤ）の短縮されたバージョンを含むように変更されうる。ある態様
では、ＳＳＩＤの短縮されたバージョンは、ＳＳＩＤのハッシュ値でありうる。例えば、
ＳＳＩＤは、１６ビットＣＲＣまたは３２ビットＣＲＣによって変更されうる。ある態様
では、ＳＴＡは、関心のあるＡＰを発見するためにいくつかのＡＰを迅速にスキャンする
ように低減された近傍報告ＩＥ５００を使用して、好まれるネットワークオフロード（Ｐ
ＮＯ）スキャンおよびローミングスキャンを実行することができる。さらなる態様では、
低減された近傍報告ＩＥは、ある特定の情報またはある特定のフィールドを省略すること
ができる。
【００５０】
　[0057]ある態様では、ＡＰは、近隣ＡＰをＳＴＡに通知するために、（ＩＥＥＥ８０２
．１１（近日発表されるＩＥＥＥ８０２．１１ａｉ規格仕様書）によって定義されうるよ
うな）高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ）発見フレームを送信することができる。
例えば、ＦＩＬＳ発見フレームは、上で言及された低減された近傍報告ＩＥ５００を含む
ことができる。ＦＩＬＳ発見フレームは、すべての近隣ＡＰおよびＳＴＡによってサポー
トされるあらかじめ定義されたソーシャルチャネル（例えば、共通チャネル）上で送信さ
れうる。
【００５１】
　[0058]ある態様では、ソーシャルチャネル上でＦＩＬＳ発見フレームを送信するＡＰは
、（例えば、低減された近傍報告ＩＥ５００を介して）すべての近隣ＡＰの利用可能性に
加えてそのＡＰの利用可能性を示す／広告することができる。したがって、ソーシャルチ
ャネルにキャンプオンする（camping on）ＳＴＡは、ＦＩＬＳ発見フレームを受信するこ
とによって、すべてのＡＰの利用可能性を迅速に知り、関心のあるＡＰ（ホームＡＰ）を
発見することができる。ＳＴＡは、関心のあるＡＰがＦＩＬＳ発見フレームに含まれると
き、関心のあるＡＰを発見するために長引く「レガシ」スキャンを実行しなければならな
いことを回避する。しかしながら、（関心のあるＡＰがＩＥＥＥ８０２．１１ａｉをサポ
ートしないか、または関心のあるＳＳＩＤがレガシＡＰ上でホストされているために）Ｓ
ＴＡにとって関心のあるＡＰがＦＩＬＳ発見フレームに含まれていない場合、ＳＴＡは、
関心のあるＡＰを発見するために「レガシ」スキャンを実行することになる。
【００５２】
　[0059]ある態様では、ＡＰがＦＩＬＳ発見フレームを送信する前に、ＡＰはＡＰの動作
チャネル上で送信可（ＣＴＳ）信号を、動作チャネル上での通信を無効にするために、送
信することができる。これは、ＡＰによって現在サービス提供されているＳＴＡがＡＰと
の通信を保留することを可能にする。動作チャネル上での通信が保留されている間、ＡＰ
は、ＦＩＬＳ発見フレームを送るためにソーシャルチャネルに移動することができる。一
度ＦＩＬＳ発見フレームが送信されると、ＡＰは、ＡＰによってサービス提供されている
ＳＴＡとの通信を再開するために動作チャネルに戻ることができる。ある態様では、ＦＩ
ＬＳ発見フレームがＡＰの動作チャネル上で送られるか、またはソーシャルチャネルが、
ＡＰの動作チャネルと同じである場合、ＣＴＳ信号の送信は必要でない。別の態様では、
ＡＰがデュアルバンドＡＰである場合、ＣＴＳ信号の送信は必要でない。例えば、ＡＰが
、ＦＩＬＳ発見フレームを送るためにソーシャルチャネル上で動作する能力を有する１つ
の無線チェーン、およびＳＴＡにサービス提供するためにプライマリチャネル上で同時に
動作する能力を有する別の無線チェーンを含むとき、ＡＰは、ＦＩＬＳ発見フレームを送
信する前にＣＴＳ信号を送る必要はない。ＦＩＬＳ発見フレームソーシャルチャネル上で
動作する無線チェーンは、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉのために有効にされるＳＴＡに主に
サービス提供する間、最小のアソシエーションを有することができる。
【００５３】
　[0060]図６は、ワイヤレス通信の例となる方法６００のフローチャートである。方法６
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００は、装置（例えば、例として図２のワイヤレスデバイス２０２）を使用して実行され
うる。例えば、装置は、ＡＰ（例えば、図３のＡＰ３１０）として実装されうる。プロセ
ス６００が図２のワイヤレス２０２の要素に関連して以下で説明されているけれども、他
のコンポーネントが、本明細書で説明されているステップのうちの１つ以上を実装するた
めに使用されうる。
【００５４】
　[0061]ブロック６０５で、装置は、装置に結合された少なくとも１つの局（例えば、図
３のＳＴＡ３１６）に、その装置の付近で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する
情報を求めてスキャンし、装置にその情報を報告するためのリクエストを送ることができ
る。ある態様では、情報を求めるリクエストは、例えば、上で説明された測定リクエスト
フレーム４００等の、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＩＥＥＥ８０２．１１ｋ）によって定義さ
れているような測定リクエスト（またはビーコンリクエスト）を介して送られうる。ブロ
ック６１０で、装置は、その情報を含む情報報告を、少なくとも１つの結合された局から
受信することができる。ある態様では、少なくとも１つの結合された局からの情報報告は
、例えば、上で説明された測定応答フレーム４５０等の、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ｋ）によって定義されているような測定報告（またはビーコン報告）を介
して受信されうる。ある態様では、その情報は、少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子（例
えば、ＳＳＩＤ）を含む。リクエストを送ることは、例えば、プロセッサ２０４、初期ス
キャンエンハンサ２２４、および／または送信機２１０によって実行されうる。報告を受
信することは、例えば、プロセッサ２０４、初期スキャンエンハンサ２２４、および／ま
たは受信機２１２によって実行されうる。
【００５５】
　[0062]ブロック６１５で、装置は、少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告（
例えば、低減された近傍報告ＩＥ５００）を生成することができ、その付近の報告は、少
なくとも１つの結合された局から受信された情報を含む。ある態様では、付近の報告は、
少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子の低減されたバージョン（例えば、ＳＳＩＤのハッシ
ュ値）を含む。ブロック６２０で、装置は、装置に結合されていない１つ以上の他の局（
例えば、図３のＳＴＡ１１６）に付近の報告を、その１つ以上の他の局にとって関心のあ
るＡＰの発見を容易にするために送信することができる。付近の報告は、１つ以上の局が
、関心のあるＡＰを迅速に位置付け、初期スキャン動作中に関心のあるＡＰを見つけるた
めにすべての関係のあるチャネルをスキャンしなければならない遅延を回避することを助
ける。ある態様では、付近の報告は、低減された近傍報告（例えば、低減された近傍報告
ＩＥ５００）を介して送信されうる。別の態様では、付近の報告は、例えば、ビーコンフ
レーム、プローブ応答フレーム、および／または高速初期リンクセットアップ（ＦＩＬＳ
）発見フレームを介して送信されうる。さらなる態様では、付近の報告は、ＡＰ（ＡＰ３
１０）の動作チャネルとは異なる共通のチャネル（例えば、すべての近隣ＡＰおよびＳＴ
Ａによってサポートされているチャネル）上で、ＦＩＬＳ発見フレームを介して送信され
うる。したがって、ブロック６２０における送信は、ＡＰ（ＡＰ３１０）の動作チャネル
上で送信可（ＣＴＳ）信号を、ＦＩＬＳ発見フレームがその動作チャネルとは異なる共通
のチャネル上で送信される前に、その動作チャネル上での通信を無効にするために、送信
することを含むことができ、ここにおいてＡＰ３１０は、単一無線ＡＰである。ある態様
では、ＦＩＬＳ発見フレームがＡＰ３１０の動作チャネル上で送られることになる場合、
または共通チャネルがＡＰ３１０の動作チャネルと同じであるとき、ＣＴＳ信号は送信さ
れないことがある。別の態様では、ＣＴＳ信号は、ＡＰ３１０がデュアルバンドＡＰであ
る（すなわち、単一無線ＡＰでない）場合、送信されないことがある。例えば、ＡＰ３１
０が、ＦＩＬＳ発見フレームを送るためにソーシャルチャネル上で動作する能力を有する
１つの無線チェーン、およびＳＴＡにサービス提供するためにプライマリチャネル上で同
時に動作する能力を有する別の無線チェーンを含むとき、ＡＰ３１０は、ＦＩＬＳ発見フ
レームを送信する前にＣＴＳ信号を送る必要はない。付近の報告を生成することは、例え
ば、プロセッサ２０４、および／または初期スキャンエンハンサ２２４によって実行され
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うる。付近の報告を送信することは、例えば、プロセッサ２０４、初期スキャンエンハン
サ２２４、および／または送信機２１０によって実行されうる。
【００５６】
　[0063]図７は、例となるワイヤレス通信デバイス７００の機能的ブロック図である。ワ
イヤレス通信デバイス７００は、受信機７０５、処理システム７１０、および送信機７１
５を含むことができる。処理システム７１０は、初期スキャンエンハンサ７２４を含むこ
とができる。初期スキャンエンハンサ７２４は、近傍情報処理モジュール７２６および近
傍報告処理モジュール７２８を含むことができる。処理システム７１０、（近傍情報処理
モジュール７２６を介する）初期スキャンエンハンサ７２４、および／または送信機７１
５は、通信デバイス７００に結合された少なくとも１つの局（例えば、ＳＴＡ３１６）に
、通信デバイス７００の付近で動作する少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を求め
てスキャンし、通信デバイス７００にその情報を報告するためのリクエストを送るように
構成されうる。処理システム７１０、（近傍情報処理モジュール７２６を介する）初期ス
キャンエンハンサ７２４、および／または受信機７０５は、情報を含む報告を少なくとも
１つの結合された局から受信するように構成されうる。さらに、処理システム７１０、お
よび／または（近傍報告処理モジュール７２８を介する）初期スキャンエンハンサ７２４
は、少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成するように構成され得、ここ
において付近の報告は、少なくとも１つの結合された局から受信された情報を含む。さら
に、処理システム７１０、（近傍報告処理モジュール７２８を介する）初期スキャンエン
ハンサ７２４、および／または送信機７１４は、通信デバイス７００に結合されていない
１つ以上の他の局（例えば、図３のＳＴＡ１１６）に付近の報告を、その１つ以上の他の
局にとって関心のあるＡＰの発見を容易にするために送信するように構成されうる。受信
機７０５、処理システム７１０、（近傍情報処理モジュール７２６および／または近傍報
告処理モジュール７２８を介する）初期スキャンエンハンサ７２４、ならびに／あるいは
送信機７１５は、図６のブロック６０５、６１０、６１５、および６２０に関連して上で
論じられた１つ以上の機能を実行するように構成されうる。受信機７０５は、受信機２１
２に対応しうる。処理システム７１０は、プロセッサ２０４に対応しうる。送信機７１５
は、送信機２１０に対応しうる。（近傍情報処理モジュール７２６および近傍報告処理モ
ジュール７２８を含む）初期スキャンエンハンサ７２４は、初期スキャンエンハンサ１２
４および／または初期スキャンエンハンサ２２４に対応しうる。
【００５７】
　[0064]さらに、ＡＰに結合された少なくとも１つの局に、そのＡＰの付近で動作する少
なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャンし、ＡＰにその情報を報告する
ためのリクエストを送るための手段は、処理システム７１０、初期スキャンエンハンサ７
２４、近傍情報処理モジュール７２６、および／または送信機７１５を備えることができ
る。情報を含む報告を少なくとも１つの結合された局から受信するための手段は、処理シ
ステム７１０、初期スキャンエンハンサ７２４、近傍情報処理モジュール７２６、および
／または受信機７０５を備えることができる。少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近
の報告を生成するための手段であって、その付近の報告が少なくとも１つの結合された局
から受信された情報を含む、手段は、処理システム７１０、初期スキャンエンハンサ７２
４、および／または近傍報告処理モジュール７２８を備えることができる。ＡＰに結合さ
れていない１つ以上の他の局に、その１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を
容易にするために付近の報告を送信するための手段は、処理システム７１０、初期スキャ
ンエンハンサ７２４、近傍報告処理モジュール７２８、および／または送信機７１５を備
えることができる。
【００５８】
　[0065]本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指すフ
レーズは、単一のメンバを含む、それらの項目のいずれの組み合わせも指す。例として、
「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、またはＢ、またはＣ、あるいはそ
れらのあらゆる組み合わせ（例えば、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、およびＡ－Ｂ－Ｃ）をカ
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バーするように意図されている。
【００５９】
　[0066]上で説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソフト
ウェアコンポーネント（複数を含む）、回路、ならびに／あるいはモジュール（複数を含
む）のような、それらの動作を実行する能力を有するあらゆる適した手段によって実行さ
れうる。概して、図において例示されているいずれの動作も、それらの動作を実行する能
力を有する対応する機能的手段によって実行されうる。
【００６０】
　[0067]本開示に関係して説明されている、様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または
他のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ
論理回路、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは、本明細書で説明され
ている機能を実行するように設計された、それらのあらゆる組み合わせで実装または実行
されうる。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることができるが、その代わりに
、プロセッサは、あらゆる商業的に利用可能なプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、またはステートマシンであることができる。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数
のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つ以上のマイクロプロセッサ、またはあ
らゆる他のそのような構成、としても実装されうる。
【００６１】
　[0068]１つ以上の態様において、説明されている機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらのあらゆる組み合わせで実装されうる。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つ以上の命令またはコードとし
て記憶または送信されうる。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコン
ピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体とコンピュータ記憶
媒体との両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうるいずれの利用
可能な媒体でもありうる。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスクスト
レージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造ま
たは命令の形態で所望のプログラムコードを記憶または搬送するために使用されうる、か
つコンピュータによってアクセスされうるあらゆる他の媒体を備えることができる。また
、いずれの接続手段もコンピュータ可読媒体と適切に名付けられうる。例えば、ソフトウ
ェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは、同軸ケーブル、光ファイパケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線や、無線や、マイクロ波の
ようなワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信された場合、同軸ケーブル、光
ファイパケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線や、無線や、マイクロ波のよう
なワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（di
sk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ：compact disc）、レーザー
ディスク（登録商標）（laser disc）、光学ディスク（optical disc）、デジタル多目的
ディスク（ＤＶＤ：digital versatile disc）、フロッピー（登録商標）ディスク（flop
py disk）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（blu-ray disc）を含み、ここでデ
ィスク（disk）は、大抵磁気的にデータを再生し、一方ディスク（disc）は、レーザーを
用いて光学的にデータを再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読
媒体は、非一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、有体媒体）を備えることができる。
加えていくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（
例えば、信号）を備えることができる。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体
の範囲内に含まれるべきである。
【００６２】
　[0069]本明細書で開示されている方法は、説明されている方法を達成するための１つ以
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上のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
請求項の範囲から逸脱することなく、互いに置き換えられうる。言い換えると、ステップ
またはアクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアク
ションの順序および／または使用は、請求項の範囲から逸脱することなく変更されうる。
【００６３】
　[0070]説明されている機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または
それらのあらゆる組み合わせで実装されうる。ソフトウェアで実装される場合、機能は、
１つ以上の命令として、コンピュータ可読媒体上に記憶されうる。記憶媒体は、コンピュ
ータによってアクセスされうるいずれの利用可能な媒体でもありうる。限定ではなく例と
して、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバ
イス、あるいは、データ構造または命令の形態で所望のプログラムコードを記憶または搬
送するために使用されうる、かつコンピュータによってアクセスされうるあらゆる他の媒
体を備えることができる。本明細書で使用される場合、ディスク（Disk）およびディスク
（Disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ：compact disc）、レーザーディスク（laser di
sc）、光学ディスク（optical disc）、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ：digital vers
atile disc）、フロッピーディスク（floppy disk）、およびブルーレイディスク（Blu-r
ay（登録商標） disc）を含み、ここでディスク（disk）は、大抵磁気的にデータを再生
し、一方ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
【００６４】
　[0071]したがって、ある特定の態様は、本明細書で提示されている動作を実行するため
のコンピュータプログラム製品を備えることができる。例えば、このようなコンピュータ
プログラム製品は、命令を記憶（および／または、符号化）したコンピュータ可読媒体を
備えることができ、命令は、本明細書で説明されている動作を実行するように１つ以上の
プロセッサによって実行可能である。ある特定の態様では、コンピュータプログラム製品
は、パッケージ材料を含むことができる。
【００６５】
　[0072]ソフトウェアまたは命令はまた、送信媒体をわたって送信されうる。例えばソフ
トウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは、同軸ケーブル、光ファイパケー
ブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線や、無線や、マイクロ
波のようなワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信された場合、同軸ケーブル
、光ファイパケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線や、無線や、マイクロ波の
ようなワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００６６】
　[0073]さらに、本明細書で説明されている方法および技法を実行するためのモジュール
および／または他の適切な手段がダウンロードされうる、および／または違った形で、該
当する場合（as applicable）ユーザ端末および／または基地局によって取得されうるこ
とは認識されるべきである。例えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明されている
方法を実行するための手段の転送を容易にするためにサーバに連結されうる。代わりとし
て、本明細書で説明されている様々な方法は、ユーザ端末および／または基地局が、デバ
イスに記憶手段を連結または提供する際に様々な方法を取得することができるように、記
憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディス
クのような物理記憶媒体、等）を介して提供されうる。さらに、本明細書で説明されてい
る方法および技法をデバイスに提供するためのいずれの他の適した技法も利用されうる。
【００６７】
　[0074]請求項が、上で例示された精密な構成およびコンポーネントに限定されないこと
は理解されるものとする。請求項の範囲から逸脱することなく、上で説明された方法およ
び装置の、配列、動作、および詳細において、様々な変更、変化、およびバリエーション
が行われうる。
【００６８】
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　[0075]前述は本開示の態様を対象としているけれども、本開示の他のおよびさらなる態
様が、その基本的な範囲から逸脱することなく案出され得、その範囲は、下記の請求項に
よって決定される。
【００６９】
　[0076]先の説明は、いずれの当業者も本明細書で説明されている様々な態様を実施でき
るように提供されている。これらの態様への様々な変更が当業者には容易に明らかになり
、本明細書で説明されている包括的な本質は他の態様に適用されうる。これにより、請求
項は、本明細書で図示されている態様を限定するように意図されておらず、請求項の言葉
と一貫した最大範囲を与えられるものとし、ここにおいて単数の要素への言及は、そのよ
うに特別に述べられない限りは「１つおよび１つだけ」を意味するように意図されておら
ず、むしろ「１つ以上」を意味するように意図されている。他の形で特別に述べられてい
ない限り、「いくつか」という用語は、１つ以上を指す。当業者に知られているか、また
は後に知られることになる、本開示全体を通じて説明されている様々な態様の要素に対す
るすべての構造的および機能的な均等物が、参照によって本明細書に明示的に組み込まれ
、請求項によって包含されるように意図されている。さらには本明細書で開示されるもの
はどれも、そのような開示が請求項に明白に記載されているかどうかには関わらず、公に
捧げられるように意図されていない。どの請求項の要素も、その要素が「のための手段」
というフレーズを使用して明示的に記載されていない限り、または方法の請求項ケースに
おいてその要素が「のためのステップ」というフレーズを使用して記載されていない限り
、米国特許法第１１２条第６項の規定の下解釈されないものとする。

【図１】 【図２】



(22) JP 2017-515343 A 2017.6.8

【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５】 【図６】



(23) JP 2017-515343 A 2017.6.8

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月7日(2016.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイント（ＡＰ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＡＰに結合されている少なくとも１つの局に、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するた
めのリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成することと、前記付近の報
告は、前記少なくとも１つの結合された局から受信された、前記少なくとも１つの近隣Ａ
Ｐに関連するサービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を備える、前記情報を含む、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関
連する前記ＳＳＩＤに基づいて前記１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容
易にするために前記付近の報告を送信することと、を備える方法。
【請求項２】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
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　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記送信することは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通チャネル上で送信さ
れる前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送信
可（ＣＴＳ）信号を送信すること、を備え、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　付近の報告を生成するための手段と、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少
なくとも１つの近隣ＡＰに関連する、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を備える、情報
を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なくとも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関
連する前記ＳＳＩＤに基づいて前記１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容
易にするために前記付近の報告を送信するための手段と、
　を備えるＡＰ。
【請求項１０】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項９に記載のＡＰ
。
【請求項１１】
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項１０に記載の
ＡＰ。
【請求項１２】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１３】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
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ムを介して送信される、請求項１２に記載のＡＰ。
【請求項１４】
　前記送信するための手段は、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通チャネル上で送信さ
れる前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送信
可（ＣＴＳ）信号を送信するように構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請求項
１３に記載のＡＰ。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送るための手段と、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信するための手段と、
　をさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項９に記載のＡＰ。
【請求項１６】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項１５に記載のＡＰ。
【請求項１７】
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに連結された少なくとも１つのプロセッサとを備え、前記少なくとも１つの
プロセッサは、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を備える、情報を含み
、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なくとも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関
連する前記ＳＳＩＤに基づいて前記１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容
易にするために前記付近の報告を送信することと、
　を行うように構成される、ＡＰ。
【請求項１８】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項１７に記載のＡ
Ｐ。
【請求項１９】
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項１８に記載の
ＡＰ。
【請求項２０】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項１７に記載のＡＰ。
【請求項２１】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項２０に記載のＡＰ。
【請求項２２】
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　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通チャネル上で送信さ
れる前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送信
可（ＣＴＳ）信号を送信するようにさらに構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、
請求項２１に記載のＡＰ。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うようにさらに構成され、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項１７に記載のＡＰ
。
【請求項２４】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項２３に記載のＡＰ。
【請求項２５】
　コンピュータ実行可能なコードを記憶するアクセスポイント（ＡＰ）のコンピュータ可
読媒体であって、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）を備える、情報を含み
、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なくとも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関
連する前記ＳＳＩＤに基づいて前記１つ以上の他の局にとって関心のあるＡＰの発見を容
易にするために前記付近の報告を送信することと、
　のためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項２６】
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、請求項２５に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項２７】
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、請求項２６に記載の
コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、請求項２６に記載のコンピュータ可読媒
体。
【請求項２９】
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、請求項２８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記送信するためのコードは、
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　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通チャネル上で送信さ
れる前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送信
可（ＣＴＳ）信号を送信するためのコードを含み、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、請
求項２９に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うためのコードをさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、請求項２５に記載のコン
ピュータ可読媒体。
【請求項３２】
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、請求項３１に記載のコンピュー
タ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　[0076]先の説明は、いずれの当業者も本明細書で説明されている様々な態様を実施でき
るように提供されている。これらの態様への様々な変更が当業者には容易に明らかになり
、本明細書で説明されている包括的な本質は他の態様に適用されうる。これにより、請求
項は、本明細書で図示されている態様を限定するように意図されておらず、請求項の言葉
と一貫した最大範囲を与えられるものとし、ここにおいて単数の要素への言及は、そのよ
うに特別に述べられない限りは「１つおよび１つだけ」を意味するように意図されておら
ず、むしろ「１つ以上」を意味するように意図されている。他の形で特別に述べられてい
ない限り、「いくつか」という用語は、１つ以上を指す。当業者に知られているか、また
は後に知られることになる、本開示全体を通じて説明されている様々な態様の要素に対す
るすべての構造的および機能的な均等物が、参照によって本明細書に明示的に組み込まれ
、請求項によって包含されるように意図されている。さらには本明細書で開示されるもの
はどれも、そのような開示が請求項に明白に記載されているかどうかには関わらず、公に
捧げられるように意図されていない。どの請求項の要素も、その要素が「のための手段」
というフレーズを使用して明示的に記載されていない限り、または方法の請求項ケースに
おいてその要素が「のためのステップ」というフレーズを使用して記載されていない限り
、米国特許法第１１２条第６項の規定の下解釈されないものとする。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　アクセスポイント（ＡＰ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＡＰに結合された少なくとも１つの局に、前記ＡＰの付近で動作する少なくとも１
つの近隣ＡＰに関連する情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するための
リクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
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　前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する付近の報告を生成することと、前記付近の報
告は、前記少なくとも１つの結合された局から受信された前記情報を含む、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、を備える方法。
［Ｃ２］
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記送信することは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信すること、を備え、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、Ｃ５に
記載の方法。
［Ｃ７］
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　付近の報告を生成するための手段と、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少
なくとも１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている
少なくとも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信するための手段と、
　を備えるＡＰ。
［Ｃ１０］
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、Ｃ９に記載のＡＰ。
［Ｃ１１］
　前記付近の報告は、前記識別子の低減されたバージョンを備える、Ｃ１０に記載のＡＰ
。
［Ｃ１２］
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
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（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、Ｃ９に記載のＡＰ。
［Ｃ１３］
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、Ｃ１２に記載のＡＰ。
［Ｃ１４］
　前記送信するための手段は、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するように構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、Ｃ１
３に記載のＡＰ。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送るための手段と、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信するための手段と、
　をさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、Ｃ９に記載のＡＰ。
［Ｃ１６］
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、Ｃ１５に記載のＡＰ。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のためのアクセスポイント（ＡＰ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに連結された処理システムとを備え、前記処理システムは、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なく
とも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、
　を行うように構成される、ＡＰ。
［Ｃ１８］
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、Ｃ１７に記載のＡＰ。
［Ｃ１９］
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、Ｃ１７に記載のＡＰ。
［Ｃ２０］
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、Ｃ１９に記載のＡＰ。
［Ｃ２１］
　前記処理システムは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
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される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するようにさらに構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである
、Ｃ２０に記載のＡＰ。
［Ｃ２２］
　前記処理システムは、
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うようにさらに構成され、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、Ｃ１７に記載のＡＰ。
［Ｃ２３］
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、Ｃ２２に記載のＡＰ。
［Ｃ２４］
　アクセスポイント（ＡＰ）のコンピュータプログラム製品であって、
　付近の報告を生成することと、前記付近の報告は、前記ＡＰの付近で動作する少なくと
も１つの近隣ＡＰに関連する情報を含み、前記情報は、前記ＡＰに結合されている少なく
とも１つの局から受信される、
　前記ＡＰに結合されていない１つ以上の他の局に、前記１つ以上の他の局にとって関心
のあるＡＰの発見を容易にするために前記付近の報告を送信することと、
　のためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品
。
［Ｃ２５］
　前記情報は、前記少なくとも１つの近隣ＡＰの識別子を備える、Ｃ２４に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記付近の報告は、
　ビーコンフレーム、
　プローブ応答フレーム、または、
　ＩＥＥＥ８０２．１１ａｉによって定義されているような高速初期リンクセットアップ
（ＦＩＬＳ）発見フレーム、
　のうちの少なくとも１つを介して送信される、Ｃ２４に記載のコンピュータプログラム
製品。
［Ｃ２７］
　前記付近の報告は、動作チャネルとは異なる共通チャネル上で前記ＦＩＬＳ発見フレー
ムを介して送信される、Ｃ２６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記送信するためのコードは、
　前記ＦＩＬＳ発見フレームが前記動作チャネルとは異なる前記共通のチャネル上で送信
される前に、前記動作チャネル上での通信を無効にするために、前記動作チャネル上で送
信可（ＣＴＳ）信号を送信するように構成され、前記ＡＰは、単一無線ＡＰである、Ｃ２
７に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２９］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記少なくとも１つの結合された局に、前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つ
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の近隣ＡＰに関連する前記情報を求めてスキャンし、前記ＡＰに前記情報を報告するため
のリクエストを送ることと、
　前記ＡＰの付近で動作する前記少なくとも１つの近隣ＡＰに関連する前記情報を含む情
報報告を、前記少なくとも１つの結合された局から受信することと、
　を行うためのコードをさらに備え、
　前記情報を求める前記リクエストは、測定リクエストを介して送られ、
　前記情報を含む前記少なくとも１つの結合された局からの前記情報報告は、測定報告を
介して受信され、
　前記付近の報告は、低減された近傍報告を介して送信される、Ｃ２４に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
［Ｃ３０］
　前記測定リクエストは、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコンリクエストに含まれ、前記測定
報告は、ＩＥＥＥ８０２．１１ビーコン報告に含まれる、Ｃ２９に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
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